
号201

令和４年
第１回定例会（３月）

P４〜５ こんなことが決まりました

P５ 議案賛否表

P15〜23 そこが聞きたい（一般質問）

鎮西山城跡発掘調査現場

議会ホームページ

　

鎮
西
山
の
頂
上
と
そ
の
周

辺
に
は
、
敵
の
進
入
を
防
ぐ

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
土
塁
や

堀
な
ど
の
跡
が
残
っ
て
お
り
、

以
前
か
ら
、
戦
国
時
代
の
山

城
が
あ
っ
た
こ
と
は
分
か
っ

て
い
た
が
、
当
時
の
記
録
が

な
い
た
め
、
こ
の
山
城
を
い

つ
だ
れ
が
つ
く
っ
た
の
か
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
発
掘

調
査
で
は
、
主
郭
と
主
郭
の

北
側
で
塀
や
土
塁
の
跡
、
副

郭
、
掘
立
柱
建
物
の
柱
の
跡

や
、
柵
の
跡
等
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。



議
案
審
議

　令和４年第１回臨時会を、１月14日に開催しました。
　令和４年第１回定例会を、３月４日から３月18日までの15日間の
会期で開催しました。予算は特別委員会を構成し審議を行いました。

地域ブランディング事業業務委託料
4億916万6千円4億916万6千円

ウェブ動画、源為朝を活用したPR事業、
地域資源をブラッシュアップし、上峰町
の魅力を町内外に発信する事業。

子育て援助活動支援事業(ファミリー
サポートセンター) 1,006万円1,006万円
仕事と育児の両立やひとり親家庭等の支援等、
子育て中の多様なニーズに対応できる環境を整
備し、地域での子育て支援機能の強化に向けた
体制づくりを目的とする。

さが園芸生産888億円
推進事業費補助金 1,200万4千円1,200万4千円

園芸農業は稼げる農業の近道とされ、
農家所得の向上が期待でき、
新たな地場産品を創出する取組。

アニメ「鎮西八郎為朝」
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議
案
審
議

令和４年度 一般会計予算

122億8,403万9千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

放課後補充学習委託料 1,233万1千円1,233万1千円

町民センタートイレ改修工事 609万円609万円
和式から洋式へ改修する工事。

町道新設改良工事 1億82万2千円1億82万2千円

用地買収に伴う補償費 6,275万6千円6,275万6千円

定住促進奨励金 1,200万円1,200万円
住宅を新築または購入した場合に奨励金を交付するもの。（補助要件あり）

結婚新生活支援事業補助金 600万円600万円
新婚生活を応援するために、住宅賃貸費用、引越費用等を補助するもの。（補助要件あり）

地域通貨
業務委託料

健康インセンティブ事業
長寿祝事業
敬老記念事業

50万円50万円
387万1千円387万1千円

70万円70万円
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議
案
審
議

こんな
ことが 決まりました
令和４年１月　第１回臨時会
　　　　３月　第１回定例会で

第１回臨時会　１議案　可決
第１回定例会　18議案　可決　１決議案　可決

　
『
上
峰
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
条
例
』は
、

成
績
優
秀
で
あ
る
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
困
難
な
者
に
対
し
て
修
学
上
必
要
な
資
金

と
し
て
上
峰
町
育
英
資
金
を
貸
し
付
け
る
た

め
、
上
峰
町
育
英
資
金
基
金
を
設
置
す
る
た

め
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

育
英
資
金
貸
付
基
金

条
例

全
員

賛
成

　令和４年第１回臨時会は１月14日に開催し、１議案を原案どおり可決しました。
　令和４年第１回定例会は３月４日から３月18日までの15日間の会期で開催し、18議案が原案ど
おり可決同意、１決議案が可決しました。

　
『
上
峰
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
』
は
、
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
未
就
学
児
が
い
る
世
帯
に
対

し
、
均
等
割
保
険
料
を
５
割
軽
減
す
る
た
め

に
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

全
員

賛
成

　
『
上
峰
町
長
寿
祝
い
金
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
』
は
、
長
寿
祝
い
金
の

支
給
方
法
を
地
域
活
性
化
の
た
め
ミ
ネ
カ

ポ
イ
ン
ト
等
で
付
与
で
き
る
よ
う
、
上
峰

町
長
寿
祝
い
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

長
寿
祝
い
金
支
給
条
例

の
一
部
改
正

全
員

賛
成

　
『
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
』
は
、
消
防
団
員
及
び
産
業

医
の
報
酬
の
見
直
し
、
育
英
資
金
運
用
委
員

の
新
た
な
費
用
弁
償
の
追
加
の
た
め
、
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

全
員

賛
成
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議
案
審
議

　
『
中
の
尾
団
地
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
』
は
、
中
の
尾
団
地
集
会
所

を
正
式
に
町
有
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
設

置
及
び
管
理
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

中
の
尾
団
地
集
会
所
に

関
す
る
条
例

全
員

賛
成井手口公民館

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９ 10
鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　
直
弘

吉
田　
豊

原
田　
希

寺
﨑
太
彦

吉
富　
隆

大
川
隆
城

田
中
静
雄

中
山
五
雄

第１回臨時会
１ 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第10号） 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

第１回定例会
2 中の尾団地集会所の設置及び管理に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

3 上峰町育英資金貸付基金条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

4 上峰町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

5 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

6 上峰町長寿祝い金支給条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

7 上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

8 令和3年度上峰町一般会計補正予算（第11号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

9 令和3年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

10 令和3年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

11 令和3年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

12 令和4年上峰町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

13 令和4年度上峰町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

14 令和4年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

15 令和4年度上峰町土地取得特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

16 令和4年度上峰町農業集落排水特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

17 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

18 上峰町監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

19 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ー 議員辞職勧告決議 可決 × ○ ○ × × × ○ ー ○ 〇

ー 子どもの医療費助成の拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

ー 予算特別委員会審査報告 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和４年　第１回臨時会・第１回定例会　議案賛否表
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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議
案
審
議

6

【
総
務
課
】

意見　

�

通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
に
つ
い
て
、
設

置
後
の
取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検

討
す
る
こ
と
。

回答　

�

上
峰
町
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
並
び
に
管
理
及
び

運
用
に
関
す
る
要
網
の
規
定
に
則
り
、
運
用
し

て
い
き
た
い
。

【
健
康
福
祉
課
】

意見　

�

が
ん
患
者
※
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
費
助
成
に
つ

い
て
、
助
成
費
の
増
額
を
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

令
和
４
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
の
た
め
、
実
績

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意見　

�

人
事
評
価
制
度
運
用
支
援
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、相
互
評
価
の
取
り
入
れ
を
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

先
進
地
の
事
例
を
研
究
し
、
導
入
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
】

意見　
�

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
、
目
標
金
額

に
向
け
た
取
組
に
努
め
る
こ
と
。

回答　

�

引
き
続
き
努
力
す
る
。

意見　

�

国
際
交
流
に
つ
い
て
、
英
語
圏
を
含
め
た
交
流

の
推
進
を
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
在
り
方
も
含
め
研
究
し
た

い
。

　
　
特
別
委
員
会��　
　
報
告

令
和
４
年
度

予
算

審
査

　
令
和
４
年
３
月
４
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
1２
号
、
令
和
４
年
度
上

峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、３
月
７
日
、８
日
、

９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
慎
重
に

審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
意
見
及
び
要
望
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※�

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
対
象

　
　
①
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ（
前
頭
タ
イ
プ
）　
②
乳
房
補
正
具



議
案
審
議

7

【
税
務
課
】

意見　
�

町
税
収
納
に
つ
い
て
、電
子
マ
ネ
ー
、ク
レ
ジ
ッ

ト
に
よ
る
幅
広
い
納
付
が
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
こ
と
。

回答　

�

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

を
し
て
い
る
１
市
４
町
（
鳥
栖
市
、
吉
野
ヶ
里

町
、
基
山
町
、
み
や
き
町
、
上
峰
町
）
の
枠
組

み
に
お
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

意見　

�

今
後
も
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
等
の
活
用
を
含
め
て
、

適
切
な
収
納
事
務
に
努
め
る
こ
と
。

回答　

�

今
後
も
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
収
納
事
務
に
尽

力
し
た
い
。

意見　

�

土
地
の
評
価
替
に
つ
い
て
、
不
動
産
鑑
定
結
果

を
参
考
に
適
切
な
評
価
価
格
を
算
出
す
る
こ
と
。

回答　

�

不
動
産
鑑
定
結
果
を
参
考
に
慎
重
且
つ
適
切
な

評
価
価
格
の
設
定
に
努
め
た
い
。

【
産
業
課
】

意見　

�

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
潮
の
干
満

を
反
映
し
、
又
、
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
の

整
合
性
が
と
れ
る
よ
う
作
成
を
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

万
が
一
農
業
用
た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合
に
想

定
さ
れ
る
浸
水
範
囲
等
を
示
す
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
に
つ
い
て
、
潮
の
干
満
の
影
響
や
町

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

意見　

�

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
支
援
対
策
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

回答　
�

佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
三
神
支
所
と
連
携
し
て

加
入
促
進
を
図
り
た
い
。

意見　

�

公
用
車
リ
ー
ス
料
に
つ
い
て
、
高
額
と
思
わ
れ

る
の
で
リ
ー
ス
料
金
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

最
近
の
カ
ー
リ
ー
ス
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
残

価
設
定
型
な
ど
の
リ
ー
ス
契
約
に
よ
り
料
金
の

安
い
リ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
走
行
距
離
や

残
価
精
算
な
ど
の
制
約
が
あ
る
場
合
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
用
車
を
リ
ー
ス
す
る
の
に
適
合
す

る
内
容
で
あ
る
か
を
精
査
し
て
い
き
た
い
。

意見　

�

狩
猟
免
許
取
得
等
補
助
金
に
つ
い
て
、
補
助
金

対
象
に
狩
猟
免
許
更
新
費
用
追
加
を
検
討
す
る

こ
と
。

回答　

�

狩
猟
免
許
取
得
者
の
状
況
を
把
握
し
、
更
新
費

用
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
住
民
課
】

意見　

�

佐
賀
県
東
部
環
境
施
設
組
合
負
担
金
に
つ
い

て
、
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

回答　

�

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

【
建
設
課
】

意見　

�

鎮
西
山
東
側
の
治
山
ダ
ム
に
つ
い
て
、
災
害
予

防
の
観
点
か
ら
早
急
な
対
応
に
向
け
た
取
組
に

努
め
る
こ
と
。

回答　

�

関
係
機
関
と
の
調
整
・
協
議
等
を
早
急
に
実
施

し
、
防
災
・
減
災
対
策
に
向
け
た
取
組
み
に
努

め
て
い
き
た
い
。
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【
生
涯
学
習
課
】

意見　
�

町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
等
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修

工
事
に
つ
い
て
、
改
修
費
を
抑
え
る
よ
う
検
討

す
る
こ
と
。

回答　

�

情
報
を
収
集
し
、
検
討
し
た
い
。

意見　

�

Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス
料
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

に
関
す
る
説
明
会
や
講
習
会
を
開
催
し
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
が
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
。

回答　

�

説
明
会
又
は
講
習
会
を
計
画
す
る
。

意見　

�

草
刈
り
ト
ラ
ク
タ
ー
リ
ー
ス
料
に
つ
い
て
、

リ
ー
ス
し
た
場
合
と
購
入
し
た
場
合
の
費
用
の

比
較
検
討
を
行
う
こ
と
。

回答　

�

リ
ー
ス
し
た
場
合
と
購
入
し
た
場
合
の
費
用
の

比
較
検
討
を
行
う
。

【
文
化
課
】

意見　

�

発
掘
調
査
委
託
費
未
納
問
題
に
つ
い
て
、
な
る

べ
く
早
い
対
処
を
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

債
務
者
の
現
状
確
認
を
速
や
か
に
行
い
、
適
切

な
対
応
を
し
た
い
。

【
教
育
課
】

意見　

�

放
課
後
補
充
学
習
委
託
料
に
つ
い
て
、
町
内
町

外
の
就
学
者
を
同
額
と
す
る
こ
と
を
含
め
、
引

き
続
き
普
及
に
努
め
る
こ
と
。

回答　

�

保
護
者
説
明
会
等
で
放
課
後
補
充
学
習
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
普
及
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

町
内
町
外
の
就
学
者
の
同
額
に
つ
い
て
は
、
町

外
就
学
者
の
状
況
や
保
護
者
の
意
向
を
聞
く
な

ど
検
討
を
始
め
た
い
。

意見　

�

国
際
交
流
に
つ
い
て
、
英
語
圏
と
の
交
流
の
推

進
を
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

今
後
も
引
き
続
き
英
語
圏
の
国
際
交
流
の
検
討

を
続
け
た
い
。

意見　

�
新
１
年
生
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
夜
間
事
故

が
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

回答　

�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
蛍
光
シ
ー
ル
を
貼
り
、
夜
間
事

故
対
策
を
講
じ
た
い
。

意見　

�

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
給
食
残
渣
が
少
な
く
な

る
よ
う
献
立
は
充
分
に
検
討
す
る
こ
と
。

回答　

�

献
立
の
検
討
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
食

育
指
導
に
つ
い
て
学
校
と
も
連
携
し
進
め
た
い
。

　
寺
﨑
副
議
長
よ
り
副
議
長
の
辞
職
願
が
提
出

さ
れ
、
令
和
３
年
1２
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
副
議
長
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
、

田
中
静
雄
議
員
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

田中　静雄�副議長

副
議
長
の
選
任
に
つ
い
て

《
副
議
長
の
あ
い
さ
つ
》

　
令
和
３
年
1２
月
1７
日
に
副
議
長
に
就
任
致
し

ま
し
た
田
中
静
雄
で
す
。

　
上
峰
町
の
財
政
も
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
年
を
重
ね
る

毎
に
明
り
が
射
し
込
ん
で
来
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
。

　
大
き
な
未
来
に
向
っ
て
動
き
出
し
て
い
る
最

中
で
す
が
、
安
心
、
安
全
な
町
づ
く
り
を
描
き

な
が
ら
議
会
が
一
つ
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
短
期
間
で
す
が
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
議
長
を
補

佐
し
、
し
っ
か
り
と
務
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。



予

算

一 般 会 計

令和３年度　　正予算補
13億6,794万４千円増額して、総額152億9,198万円となる。

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと納税寄附金� ７億円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� 3億8,833万1千円
◎�住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事
業費補助金� 9，500万円
◎普通交付税� 8,571万1千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎つばきまちづくりプロジェクトCGF
� 4億8,900万円
◎ふるさと納税謝礼� 2億7,300万円
◎ふるさと納税費　積立金� 2億1,100万円
◎財政調整基金費　積立金� 1億8,019万6千円
◎住民税非課税世帯等臨時特別給付金
� 9，500万円

歳入
152億
9,198万円

歳出
152億
9,198万円

町税
12億9,948万3千円
8.5%

地方交付税
12億3,767万7千円
8.1%

国庫支出金
12億2,922万6千円
8.0%

県支出金
3億5,846万4千円
2.3%

繰入金
53億8,731万7千円
35.2%

町債
3億2,709万5千円
2.1%

寄附金
47億516万3千円
30.8%

その他
7億4,755万5千円
5.0%

総務費
100億4,299万5千円
65.7%

民生費
16億7,623万6千円
11.0%

農林水産業費
3億9,637万6千円
2.6%

教育費
5億8,516万2千円
3.8%

公債費
4億311万2千円
2.6%
その他
7億7,141万2千円
5.0%

消防費
2億833万3千円
1.4%

衛生費
7億6,009万7千円
5.0%

土木費
4億4,825万7千円
2.9%

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

本会期までの累計

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
1,273万9千円を増額し、11億1,100万8千円となる。

後期高齢者医療特別会計
72万9千円を減額し、1億1,745万2千円となる。

農業集落排水特別会計
1億30万2千円を増額し、7億6,510万8千円となる。
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　少子化や子どもの貧困が深刻化する中、子どもの医療費は子育て世帯に重い負担になっている。親の経済的
状況に左右されることなく、全ての子どもが必要な医療を受けられる環境づくりが急務である。
　現在、佐賀県内全ての市町において、中学校卒業まで入院・通院とも医療費助成が行われているが、市町に対
する佐賀県の医療費助成は未就学児までであることから早急に中学校卒業まで医療費助成の拡充が必要である。
　また、医療費助成を現物給付している自治体に対しての、国民健康保険国庫負担金の減額調整措置は不合理
であり、早急に見直しが必要である。
　よって「子育てし大県“さが”」を標榜する佐賀県において、以下の事項を実行されるよう求める。

記
１.�佐賀県の医療費助成制度の対象年齢を中学校卒業まで拡充すること。
２.�国に対して、現物給付を理由とした国民健康保険国庫負担金の減額調整措置の廃止を求めること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和４年３月18日� 上峰町議会

県に対し 意見書を提出
子どもの医療費助成の拡充を求める意見書 全

員
賛
成

　令和４年１月臨時会
　一般会計補正予算（第1０号）

　
　
　
　
大
川
　
徹
也
　
議
員

　
今
回
の
令
和
３
年
度
上
峰
町

一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
し

て
、反
対
の
立
場
で
討
論
す
る
。

　
今
回
、
約
５
億
円
と
い
う
貸

付
金
の
内
容
は
、
合
同
会
社
つ

ば
き
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
養
鰻
事
業
へ
の
貸
付
金
。

こ
の
審
議
過
程
で
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
今
回
の
貸
付

金
は
、「
停
止
条
件
付
貸
付
金
」

と
い
う
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
返
済
の
義
務
が
な
い
と
い
う

も
の
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な

莫
大
な
金
を
民
間
企
業
に
貸
し

付
け
る
過
程
に
お
い
て
は
慎
重

審
議
が
必
要
だ
が
、
利
息
、
返

済
期
間
、
担
保
、
保
証
人
等
の

貸
付
条
件
が
不
明
確
で
、
返
済

の
実
効
性
に
甚
だ
疑
問
が
残

る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
去

年
８
月
の
臨
時
議
会
に
上
程
さ

れ
た
約
７
億
円
の
貸
付
金
と
同

様
に
反
対
す
る
。

反
対

　
　
　
　
吉
田
　
　
豊
　
議
員

　
私
は
賛
成
の
立
場
で
討
論
し

ま
す
。

　
先
程
、
反
対
討
論
で
、
停
止

条
件
付
貸
付
金
で
内
容
が
明
確

で
な
い
か
ら
反
対
す
る
と
の
理

由
だ
が
、
執
行
部
の
説
明
は
、

Ｇ
Ｃ
Ｆ
に
対
す
る
寄
附
者
の
意

向
に
添
う
事
業
内
容
か
確
認
す

る
た
め
に
貸
付
金
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
事
業
内
容
が
寄
附
者

の
意
向
に
添
う
も
の
で
あ
れ

ば
、
確
認
が
で
き
次
第
、
貸
付

金
か
ら
補
助
金
に
切
り
替
え
る

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
事
業
目
的
達

成
の
た
め
の
担
保
で
あ
り
、
何

ら
問
題
点
は
無
い
も
の
と
推
察

さ
れ
る
の
で
私
は
賛
成
す
る
。

先
人
の
言
葉
に
、「
失
敗
は
恐

れ
る
も
の
で
は
な
く
乗
り
越
え

る
も
の
で
あ
る
。
で
き
な
い
こ

と
を
考
え
る
の
で
は
な
く
で
き

る
こ
と
を
考
え
る
」
と
い
う
有

名
な
言
葉
が
あ
る
。
今
後
も
勇

気
を
持
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

賛
成

討論

1０



議
案
審
議

提
　
案
　
理
　
由

　
　
　
　
吉
富
　
　
隆
　
議
員

　
上
峰
町
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
第
６
条
第
１
項
に
お
い

て
、
議
員
は
税
の
納
付
を
証
明

す
る
書
類
を
毎
年
５
月
３1
日
ま

で
に
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
当
時
、
大
川
隆

城
君
は
議
長
と
い
う
立
場
に
あ

り
な
が
ら
、
平
成
２７
年
５
月
３1

日
ま
で
に
提
出
す
べ
き
書
類
を

期
限
後
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
上
峰
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
６
条
第
３
項
に
お

い
て
、
議
長
は
税
の
納
付
を
証

す
る
書
類
の
提
出
状
況
を
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
時
に
提
出
さ
れ
た
書
類
を
確

認
し
て
い
く
中
で
、
本
人
の
税

の
納
付
を
証
す
る
書
類
に
は
、

の
公
文
書
偽
造
（
公
文
書
の
作

成
名
義
を
偽
る
こ
と
）
に
も
刑

法
156
条
の
虚
偽
公
文
書
作
成

（
公
文
書
の
内
容
を
偽
る
こ
と
）

に
も
当
た
ら
な
い
。
本
件
は
平

成
２７
年
の
全
員
協
議
会
で
協
議

し
議
長
辞
職
で
責
任
も
取
り
終

了
し
て
い
る
事
案
。
そ
れ
を
再

度
持
ち
出
す
こ
と
は
紛
争
の
蒸

し
返
し
で
あ
る
。
当
該
議
員
が

議
員
と
し
て
適
当
か
否
か
は
選

挙
し
た
住
民
が
判
断
す
べ
き
こ

と
。
議
員
の
任
期
も
保
証
さ
れ

て
い
る
し
議
員
の
名
誉
に
も
関

わ
る
。
本
件
は
公
文
書
偽
造
等

に
当
た
ら
ず
事
実
の
真
実
性
が

な
く
議
長
辞
職
で
み
そ
ぎ
の
済

ん
だ
事
を
再
び
取
り
上
げ
る
こ

と
に
事
実
の
公
共
性
、
目
的
の

公
益
性
も
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
法
律
の
専
門
家
か
ら
の
見
解

を
戴
い
て
い
る
。

過
去
の
年
度
の
納
付
が
さ
れ
て

い
た
書
類
が
留
め
ら
れ
て
お

り
、
書
類
の
偽
造
が
行
わ
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、

議
員
と
し
て
町
民
の
信
頼
に
値

す
る
倫
理
性
の
欠
如
が
明
白

で
、
議
員
の
社
会
的
信
用
が
損

な
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
。
ま

た
、
法
律
的
に
も
公
文
書
偽
造

及
び
同
行
使
の
疑
い
が
濃
厚
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
大
川
隆
城
君

の
議
員
辞
職
を
勧
告
す
る
。

本
　
人
　
弁
　
明

　
　
　
　
大
川
　
隆
城
　
議
員

　
平
成
２７
年
の
納
税
証
明
書
に

過
去
の
納
税
証
明
書
を
添
付
し

た
と
し
て
も
平
成
２７
年
納
税
証

明
書
に
は
何
ら
変
更
は
加
え
ら

れ
て
い
な
い
か
ら
、
刑
法
155
条

質
　
疑
　
応
　
答

　
　
　
　
大
川
　
徹
也
　
議
員

　
本
件
は
平
成
２７
年
６
月
１
日

以
降
に
発
覚
し
た
と
伺
っ
て
い

る
。
本
案
の
提
出
経
緯
を
改
め

て
伺
う
。

　
　
　
　
吉
富
　
　
隆
　
議
員

　
な
ぜ
６
年
も
7
年
も
た
っ
て

と
い
う
趣
旨
か
と
思
う
。
当
時

５
月
３1
日
ま
で
に
議
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
を
、

そ
れ
を
過
ぎ
た
事
に
よ
り
案
件

が
発
覚
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

中
で
全
員
協
議
会
を
開
き
、
当

時
の
議
長
、
副
議
長
、
常
任
委

員
長
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
事
務
局
長
も

入
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た

だ
き
、
滞
納
が
発
覚
し
、
大
川

隆
城
議
員
は
議
長
を
辞
め
て
い

る
。
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
の
時
に
偽

証
問
題
は
発
覚
し
た
は
ず
。
時

の
役
員
が
早
く
解
決
し
て
お
け

ば
今
の
時
点
で
こ
う
い
う
事
は

起
き
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
今

現
在
、
私
は
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
と
し
て
要
職
を
預
か
っ

質
問答

令
和
４
年
３
月
４
日
に
追
加
議
案
と
し
て
、『
議
員
辞
職

勧
告
』
が
吉
富
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
に

つ
き
ま
し
て
は
、賛
成
４
、反
対
４
の
可
否
同
数
で
あ
っ

た
た
め
規
定
に
よ
り
議
長
の
裁
決
権
行
使
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
本
項
は
、
提
案
理
由

と
本
人
弁
明
、質
疑
応
答
、討
論
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

決議案第１号 提出者　上峰町議会議員　吉富　隆　議員

議員辞職勧告決議案 可決
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議
案
審
議

か
お
尋
ね
す
る
。

　
　
　
　
吉
富
　
　
隆
　
議
員

　
今
回
ど
う
い
う
こ
と
が
行
わ

れ
た
か
と
い
う
と
、
こ
う
い
う

こ
と
で
す
。（
用
紙
二
枚
を
用

い
、
一
枚
を
納
税
さ
れ
た
こ
と

を
証
明
す
る
用
紙
、
も
う
一
枚

を
滞
納
が
記
載
さ
れ
た
用
紙
と

し
、
そ
の
二
枚
の
う
ち
一
枚
を

半
分
に
折
り
、
そ
の
半
分
に

折
っ
た
用
紙
を
も
う
一
枚
の
上

に
重
ね
て
ホ
ッ
チ
キ
ス
留
め
し

て
納
税
を
し
た
よ
う
に
見
え
る

納
税
証
明
書
を
偽
造
し
た
と
説

明
。）

　
こ
れ
は
公
文
書
偽
造
に
当
た

る
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、

法
律
に
詳
し
い
者
に
も
確
認
済

で
あ
る
。

　
納
税
の
義
務
は
憲
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
議
員
は

町
民
の
代
表
で
あ
り
、
二
元
代

表
制
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

答

て
お
り
、
見
逃
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　
　
　
　
大
川
　
徹
也
　
議
員

　
ど
の
よ
う
な
偽
造
の
状
態
で

あ
っ
た
か
と
い
う
の
を
詳
し
く

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
平
成
２７
年
5
月
３1
日
ま
で
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納

税
証
明
書
は
当
然
、
平
成
２6
年

分
だ
と
思
う
。
そ
こ
に
違
う
年

の
分
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
平
成
２6
年
分
が
滞
納
状
態

で
、
前
年
の
平
成
２5
年
分
は
納

税
し
て
お
り
、
そ
の
2
つ
の
年

の
納
税
証
明
書
を
組
み
合
わ
せ

て
、
あ
た
か
も
平
成
２6
年
は
税

の
滞
納
が
な
か
っ
た
と
い
う
体て

い

を
つ
く
っ
て
通
そ
う
と
し
た
と

い
う
こ
と
で
理
解
し
て
よ
い
か
。

　
　
　
　
吉
富
　
　
隆
　
議
員

　
そ
の
と
お
り
だ
。

　
　
　
　
原
　
　
直
弘
　
議
員

　
先
ほ
ど
大
川
隆
城
議
員
か
ら

「
公
文
書
偽
造
」及
び「
同
行
使
」

の
罪
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う

発
言
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の

質
問答質

問

く
選
挙
さ
れ
た
議
員
の
適
・
不

適
を
判
断
す
る
権
限
は
な
い
。

４
年
毎
に
行
わ
れ
る
選
挙
で
住

民
が
判
断
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
議
員
の
任
期
4
年

は
法
で
保
障
さ
れ
て
お
り
、
辞

職
勧
告
を
決
議
し
て
も
法
的
拘

束
力
が
な
い
。』
辞
職
勧
告
決

議
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
、
議

会
の
権
威
が
低
下
す
る
。
ま
た

仮
に
将
来
無
罪
で
あ
る
こ
と
が

確
定
し
た
場
合
、
名
誉
を
回
復

さ
せ
る
手
段
が
な
い
な
ど
と
言

わ
れ
て
お
り
、
私
は
町
民
の
代

表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
10
人
の

議
員
で
構
成
す
る
上
峰
町
議
会

で
7
年
前
、
当
時
議
長
職
を
辞

す
る
こ
と
で
全
会
一
致
で
決
定

し
た
案
件
を
ま
た
こ
こ
で
議
論

し
判
断
す
る
こ
と
は
、
７
年
前

の
議
会
の
決
定
し
た
権
威
と
秩

序
は
保
た
れ
な
い
。
よ
っ
て
私

は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
原
　
　
直
弘
　
議
員

　
私
た
ち
議
員
は
、
町
民
の
厳

粛
な
信
託
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
町
民
の
信
頼

に
値
す
る
倫
理
観
を
持
つ
と
と

賛
成

討
　
　
論

　
　
　
　
吉
田
　
　
豊
　
議
員

　
私
が
反
対
す
る
こ
と
と
し
た

参
照
条
文
を
読
み
な
が
ら
討
論

す
る
。
地
方
議
会
研
究
会
が
発

表
し
た
「
地
方
議
会
の
な
ぜ
」

と
い
う
問
い
に
な
ぜ
議
員
辞
職

勧
告
決
議
は
適
当
で
な
い
の

か
。『
地
方
自
治
法
は
議
員
辞

職
勧
告
決
議
を
規
定
し
て
い
な

い
。
例
え
ば
、
議
員
に
不
祥
事

が
あ
る
と
他
の
議
員
か
ら
辞
職

勧
告
決
議
案
が
提
出
さ
れ
る
。

法
律
上
認
め
ら
れ
た
議
案
で
は

な
く
、
事
実
上
の
議
会
の
意
志

決
定
を
求
め
る
議
案
で
あ
る
。

事
実
上
の
問
題
で
あ
っ
て
も
、

議
員
に
は
提
案
権
が
あ
る
。
所

定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

議
長
は
受
理
す
る
義
務
が
あ

る
。
し
か
し
議
員
に
提
案
権
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
何
で
も
提

案
し
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
一
つ
が
議
員
辞
職
勧
告
決

議
案
だ
。
当
該
議
員
が
議
員
と

し
て
適
当
か
不
適
当
か
は
選
挙

し
た
住
民
が
判
断
す
べ
き
こ
と

だ
。
選
挙
さ
れ
た
議
員
が
同
じ

反
対

も
に
、「
社
会
的
な
信
用
の
失

墜
」
及
び
「
品
位
」
を
損
な
う

よ
う
な
一
切
の
行
為
を
慎
み
、

そ
の
職
務
に
関
し
不
正
の
疑
惑

を
持
た
れ
る
行
為
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

　
今
回
の
大
川
隆
城
議
員
に
対

す
る
「
議
員
辞
職
勧
告
決
議
」

の
理
由
は
、
憲
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
日
本
国
民
に
課
せ
ら
れ

た
納
税
の
義
務
を
怠
っ
て
い
た

こ
と
、
重
ね
て
、
そ
の
事
実
を

隠
匿
す
べ
く
、
過
去
に
納
税
し

た
書
類
を
用
い
て
納
税
証
明
書

を
偽
造
し
、
提
出
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば

「
公
文
書
偽
造
」及
び「
同
行
使
」

の
罪
に
問
わ
れ
、
重
い
刑
罰
が

科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
昨
日
行
わ
れ
た
議
員
全
員
協

議
会
で
は
、
税
金
の
滞
納
及
び

偽
造
さ
れ
た
と
認
識
で
き
る
納

税
証
明
書
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
客
観
的

証
拠
と
し
て
十
分
な
も
の
で
あ

り
、
議
員
辞
職
勧
告
決
議
の
妥

当
性
を
合
理
的
に
説
明
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

　
常
に
「
透
明
性
」、「
倫
理
性
」

並
び
に
「
公
正
・
公
平
性
」
を
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議
案
審
議

　
　
　
　
大
川
　
徹
也
　
議
員

　
今
回
の
事
案
に
関
し
て
は
非

常
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
、
ま

た
、
今
ま
で
の
議
会
に
深
く

憂
慮
し
て
い
る
。「
議
員
必
携
」

と
い
う
書
物
の
中
に
は
、『
議

員
は
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の

代
表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
員

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
員

の
一
言
一
句
は
取
り
も
直
さ
ず

住
民
の
意
見
で
あ
り
、
住
民
の

声
で
あ
る
。
議
員
が
行
う
質
疑

や
討
論
は
同
時
に
住
民
の
疑
問

で
あ
り
、
意
見
で
あ
り
、
表
決

に
お
い
て
投
ず
る
一
票
は
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
の
真
剣
な
一

票
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』

と
あ
る
。

　
今
回
の
件
に
関
し
、
も
し
、

期
限
内
に
証
明
書
が
提
出
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
今
回
の
事
件
は

明
る
み
に
出
た
だ
ろ
う
か
と
い

う
疑
問
も
拭
え
ず
、
そ
れ
を
鑑

み
る
と
悪
質
性
は
さ
ら
に
高
い

と
判
断
し
た
。

　
私
は
大
川
隆
城
議
員
が
今
回

の
事
件
並
び
に
今
ま
で
あ
っ
た

不
祥
事
事
件
に
対
し
て
真
摯
に

向
き
合
い
、
進
退
に
つ
い
て
深

く
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

賛
成

求
め
ら
れ
る
立
場
の
議
員
が
納

税
の
義
務
を
怠
り
、
併
せ
て
納

税
証
明
書
の
偽
造
を
認
識
さ
せ

る
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
紛
れ

も
な
い
事
実
で
あ
る
。そ
し
て
、

も
し
、
こ
の
事
実
を
本
議
会
が

認
め
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
機

能
不
全
の
議
会
と
し
て
認
識
さ

れ
か
ね
な
い
重
大
な
問
題
と
考

え
る
。
以
上
の
理
由
で
本
決
議

に
は
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
寺
﨑
　
太
彦
　
議
員

　
今
回
、
辞
職
勧
告
議
案
を
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
件
は
、

平
成
２７
年
に
何
度
も
全
員
協
議

会
で
協
議
し
、
そ
の
結
果
、
議

長
を
辞
職
し
、
懲
罰
を
受
け
ら

れ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
件
を
も

う
一
度
も
ち
出
す
と
い
う
こ
と

は
一
事
不
再
理
の
原
則
に
当
た

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
書

類
の
偽
造
の
判
断
は
議
会
で
は

判
断
で
き
な
い
と
私
は
理
解
し

て
い
る
。
過
去
の
解
決
し
た
事

件
を
何
度
も
持
ち
出
す
と
い
う

こ
と
は
議
会
の
品
位
が
問
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
私

は
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

反
対

る
旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
。
同

じ
く
地
方
自
治
法
に
懲
罰
の
記

述
が
あ
り
そ
の
中
身
は
、『
一
、

公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告
。

二
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳

謝
。
三
、
一
定
期
間
の
出
席
停

止
。
四
、
除
名
。』
と
い
う
４

つ
の
み
で
あ
る
こ
と
。
以
上
、

３
点
か
ら
考
え
て
進
退
に
つ
い

て
は
、
ご
自
身
が
判
断
さ
れ
る

も
の
と
私
は
判
断
し
た
。
よ
っ

て
本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
田
中
　
静
雄
　
議
員

　
議
員
辞
職
勧
告
に
賛
成
の
立

場
で
申
し
述
べ
る
。

　
納
税
書
類
の
偽
造
が
発
覚
し

た
時
点
で
は
本
人
か
ら
議
長
を

辞
任
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
、
そ
の
時
は
、
結
論
と
し
て

は
議
長
辞
職
や
む
を
得
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
決
議
案
に
つ
い
て
は
年

数
も
経
過
し
て
お
り
、
今
更
と

い
う
感
じ
が
す
る
が
、
私
は
令

和
4
年
度
の
予
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告
を
し
た
。
そ
の
中
で

税
務
課
に
対
し
て
、『
税
の
滞

納
者
に
つ
い
て
は
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
等
の
活
用
を
含
め
て
、
適
切

賛
成

う
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
今

回
の
辞
職
勧
告
決
議
案
は
妥
当

と
確
信
し
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
鈴
木
　
千
春
　
議
員

　
私
は
反
対
の
立
場
で
討
論
す

る
。
書
類
に
加
工
が
さ
れ
て
い

た
こ
と
や
滞
納
が
あ
っ
た
事
実

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
信
頼
を

損
ね
て
し
ま
う
行
為
で
あ
っ
た

か
と
思
う
。そ
の
点
に
お
い
て
、

大
川
隆
城
議
員
は
こ
の
件
を
深

く
反
省
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
大
川
隆
城
議
員

は
以
前
に
こ
の
問
題
が
発
覚
し

た
時
に
、
進
退
に
つ
い
て
は
自

身
で
判
断
し
、
そ
の
責
任
を
取

り
、
議
長
職
を
辞
任
さ
れ
た
か

と
思
う
。

　
次
に
辞
職
勧
告
に
つ
い
て
、

提
出
す
る
こ
と
自
体
は
問
題
な

い
が
、
最
高
法
規
で
あ
る
日
本

国
憲
法
の
第
８
章
地
方
自
治
の

第
９３
条
に
『
住
民
が
直
接
こ
れ

を
選
挙
す
る
』
と
の
記
述
が
あ

る
こ
と
。
加
え
て
、
地
方
自
治

法
に
議
員
の
任
期
は
４
年
と
す

反
対

な
収
納
事
務
に
努
め
る
こ
と
。』

こ
れ
は
議
員
全
員
の
意
見
だ
っ

た
。
過
去
に
そ
の
よ
う
な
事
実

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
町
民
に

対
し
て
顔
向
け
出
来
な
い
、
非

常
に
恥
ず
か
し
い
、
議
員
が
自

ら
判
断
し
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
そ
の
様
子
は
な
い
よ
う
で

す
の
で
議
員
辞
職
勧
告
は
や
む

を
得
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
原
田
　
　
希
　
議
員

　
辞
職
勧
告
決
議
に
は
法
的
拘

束
力
が
な
い
の
で
、
最
終
的
に

は
本
人
が
ど
う
す
る
か
と
い
う

話
に
な
る
し
、
今
後
迎
え
る
選

挙
に
よ
っ
て
判
断
を
さ
れ
る
と

い
う
事
に
な
る
。

　
ま
た
4
年
の
任
期
が
保
障
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
を
考
え
る

と
決
議
案
に
つ
い
て
は
反
対
の

立
場
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

反
対
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議
案
審
議

議長交際費の支出状況（令和３年度下半期）　

区分 支出金額 支出内容
献花 16,500円 元町議会議員の葬儀

会費 6,000円 三神地区環境事務組合議会、脊振共同塵芥処理組合、
神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合議会合同懇親会

合計 22,500円

自治功労者表彰
　全国町村議会議長会会長表彰（議員２７年以上）を大川隆城氏が、全国町村議会議長会会長
表彰（議員15年以上）を中山五雄氏が受賞されました。
　また佐賀県町村議会議長会会長表彰（11年以上）を寺﨑太彦氏及び原田希氏が受賞されました。

寺﨑太彦�氏 中山五雄�氏 原田希�氏大川隆城�氏

議
長
挨
拶

議
長　
中
山　
五
雄

　

春
陽
の
候
、
皆
様
方

は
お
元
気
で
お
過
し
の

事
と
お
察
し
致
し
ま
す
。

　

今
な
お
世
間
を
脅
か

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
現

在
で
は
感
染
力
が
強
い

と
さ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
派
生
型
「
Ｂ
Ａ
・

２
」
へ
の
置
き
換
わ
り

が
進
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
、
ま
だ
ま
だ
終
息
の

糸
口
が
見
え
て
い
ま
せ

ん
。
皆
様
も
十
分
お
気

を
付
け
下
さ
い
。

　

一
方
海
外
で
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
と
い
う
悲

惨
な
事
態
が
起
き
て
お

り
、
一
般
市
民
の
犠
牲

者
も
多
数
出
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
又
一
日
も
早

く
終
り
平
和
な
世
の
中
に

成
る
様
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
私
達
議
員
も
コ
ロ
ナ
禍

の
規
制
に
よ
り
、
会
議
、

研
修
等
が
中
止
に
な
り
思

う
様
な
活
動
が
出
来
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
議
員

は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関

と
し
て
議
論
を
し
是
々

非
々
で
進
め
て
行
き
ま
す
。

我
々
議
員
は
、
町
民
の

方
々
の
為
に
働
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
意
見
を

聞
き
、
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
程
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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一
般
質
問

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

大川　隆城 議員

問
大
字
坊
所
を
管
轄
す

る
第
３
部
の
団
員
増

や
予
備
消
防
隊
整
備
を

考
え
る
必
要
は
な
い
か
。

水
防
防
災
に
係
る
研
修

実
習
、
連
絡
用
無
線
や

ゴ
ム
ボ
ー
ト
等
の
整
備

の
充
実
が
必
要
で
は
。

答
総
務
課
長　
団
員
定

数
1７0
名
に
対
し
実
団

員
15３
名
で
1７
名
の
減
。

第
３
部
所
管
の
人
口
や

世
帯
数
等
町
の
半
数
が

集
中
す
る
大
字
坊
所
の

団
員
増
員
は
検
討
案
件

と
考
え
る
。
予
備
消
防

隊
組
織
は
今
後
の
地
域

防
災
組
織
の
位
置
づ
け

は
重
要
と
考
え
る
。
水

防
訓
練
が
十
数
年
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
実
で

あ
り
、
今
後
土
の
う
積

み
か
ら
始
め
て
訓
練
や

研
修
及
び
無
線
や
ボ
ー

ト
等
装
備
の
充
実
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
県
の
方
針
で
田
ん
ぼ

ダ
ム
実
施
を
上
峰
町

で
も
見
込
ん
で
い
る
が

具
体
的
に
は
ど
う
か
。

ま
た
河
川
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
伐

採
及
び
排
水
機
場
ポ
ン

プ
の
更
新
、
新
設
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
産
業
課
長　
田
ん
ぼ

ダ
ム
取
り
組
み
は
多

面
的
交
付
金
の
加
算
措

問
県
内
外
問
わ
ず
連
携
協

定
を
結
ん
で
ほ
し
い
。

答
総
務
課
長　
今
年
２

月
に
県
と
相
互
利
用

問
小
・
中
学
校
で
コ
ロ

ナ
感
染
も
出
て
い
る

が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等

ど
う
考
え
る
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
陽

性
者
を
覚
知
し
た
時

当
事
者
が
不
安
や
自
己

嫌
悪
に
陥
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

活
用
オ
ン
ラ
イ
ン
で
健

康
観
察
し
心
と
体
調
確

認
を
行
な
う
。
ま
た
感

染
児
童
生
徒
の
詮
索
等

を
せ
ず
本
人
や
ご
家
族

置
が
あ
る
。
県
か
ら
面

積
の
割
当
て
等
は
な
く

北
部
の
圃
場
を
中
心
と

し
た
４
活
動
組
織
で
希

望
を
も
ら
い
２6
万
９
，８

０
０
㎡
で
取
り
組
む
計

画
を
し
て
い
る
。

答
建
設
課
長　
河
川
の

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ
、
伐
採
に
つ
い

て
は
東
部
土
木
事
務
所

の
上
半
期
出
水
期
前
の

事
業
と
し
て
切
通
川
Ｊ

Ｒ
長
崎
本
線
か
ら
国
道

３４
号
線
ま
で
の
間
、
県

道
神
埼
北
茂
安
線
下
流

部
、
井
柳
川
県
道
市
武

神
埼
線
上
下
流
部
実
施

で
業
者
選
定
も
済
ん
で

い
る
と
聞
く
。
２
箇
所

の
排
水
機
場
ポ
ン
プ
は

既
存
の
修
繕
で
完
了
。

今
後
も
早
期
の
更
新
を

要
望
し
て
い
く
。

要望
排
水
機
場
の
更
新
、

新
設
を
更
に
強
力
に

要
望
し
続
け
て
ほ
し
い
。

協
定
締
結
し
た
。
今
後

県
外
の
福
岡
市
、
福
岡

県
等
導
入
自
治
体
と
協

定
を
結
ん
で
い
く
。

の
心
に
寄
り
添
い
温
か

く
見
守
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
マ
チ
コ
ミ
等
で
お

願
い
し
て
い
る
。

答
教
育
長　
同
時
双
方

向
型
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル

で
課
題
学
習
、
授
業
の
ラ

イ
ブ
・
録
画
配
信
等
実

施
。
先
生
方
の
発
想
や
工

夫
を
大
事
に
し
、
教
委
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
学
び
を

止
め
な
い
観
点
で
体
制

や
内
容
の
充
実
を
図
る
。

パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

の
連
携
協
定
を

県
内
外
問
わ
ず
連
携
へ

学
び
を
止
め
な
い
体
制
の
充
実

を
図
る

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
ど
う
か

早
急
な
出
水
期
前
の
水
害
防

止
対
策
を

田
ん
ぼ
ダ
ム
、
河
川
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ
等
に
取
り
組
む

消
防
団
員
の
確
保
と
訓
練
の

充
実
を

今
後
、
充
実
へ
検
討
を
重
ね
る

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称15



一
般
質
問

問
八
藤
遺
跡
及
び
そ
の

周
辺
の
観
光
地
と
し

て
、
吉
野
ヶ
里
公
園
と

連
携
し
た
観
光
ル
ー
ト

の
１
つ
に
な
れ
ば
と
い

う
考
え
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
現
在
、
ど
の
よ

う
な
整
備
方
針
を
立
て

て
進
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

答
文
化
課
長　
堤
土
塁

跡
歴
史
公
園
等
の
八

藤
遺
跡
周
辺
の
遺
跡
や

史
跡
、
古
墳
公
園
等
の

本
町
に
数
多
く
存
在
す

る
文
化
財
を
多
く
の

方
々
が
ご
覧
に
な
れ
る

よ
う
に
、
先
進
地
の
例

思
う
が
、
ど
う
か
。

答
文
化
課
長　
鎮
西
山

を
基
点
と
し
て
北
か

ら
南
へ
縦
断
し
な
が
ら

町
内
文
化
財
の
観
光
が

で
き
る
よ
う
な
ル
ー
ト

を
設
定
し
て
全
世
代
に

共
感
、
興
味
を
持
っ
て
、

何
度
も
観
光
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
な
展
示
方

法
、
緑
地
帯
の
整
備
等

を
検
討
し
て
い
く
。
便

益
施
設
、
管
理
棟
、
駐

車
場
、
休
憩
所
等
の
整

備
が
先
行
し
て
い
く
こ

と
だ
と
思
う
。

り
の
１
つ
と
し
て
取
り

組
め
た
ら
と
思
う
が
。

答
創
生
室
長　
弓
、
あ

る
い
は
矢
、
こ
う

い
っ
た
も
の
を
絡
め
た

形
で
何
か
１
つ
動
機
づ

け
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
は
検
討
の
中
の
材

料
と
し
て
持
っ
て
い
た

と
こ
ろ
だ
。
流
鏑
馬
と

い
う
と
、
馬
を
走
ら
せ

る
馬
場
も
検
討
す
る
必

要
が
出
て
く
る
。
そ
れ

な
り
の
障
害
も
多
々
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
い

ろ
い
ろ
な
提
案
は
あ
り

が
た
い
。

要望
ま
ち
お
こ
し
の
一
環

と
し
て
ど
う
か
と
い

う
こ
と
だ
。
鎮
西
山
、

ウ
ナ
ギ
の
養
殖
、
八
藤

遺
跡
等
、
こ
の
辺
一
帯

を
上
峰
町
の
観
光
地
と

し
て
夢
が
現
実
に
な
る

よ
う
に
行
政
と
し
て
も

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

を
参
考
に
し
な
が
ら
、

町
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

沿
っ
た
観
光
地
と
し
て

整
備
の
実
施
に
向
け
、

調
査
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
八
藤
遺
跡
周
辺
は
、

毎
年
草
刈
り
が
続
い

て
い
て
観
光
地
と
し
て

前
に
進
ん
で
い
な
い
よ

う
に
感
じ
て
い
る
が
、

堤
地
区
周
辺
の
方
々
は

待
っ
て
お
ら
れ
る
。
道

路
の
整
備
も
必
要
、
駐

車
場
の
整
備
等
、
ど
の

よ
う
な
構
想
を
持
っ
て

い
る
の
か
町
民
に
対
し

て
示
す
必
要
が
あ
る
と

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

田中　静雄 議員

問
鎮
西
山
で
は
発
掘
調

査
が
進
ん
で
い
る

が
、将
来
の
整
備
方
針
は
。

答
創
生
室
長　
埋
蔵
文

化
財
本
掘
に
よ
る
出

土
物
の
内
容
に
よ
っ
て

は
国
に
対
し
て
も
事
業

計
画
の
変
更
を
行
な
い
、

変
更
計
画
承
認
が
必
要

に
な
る
。

問
鎮
西
八
郎
為
朝
に
ち

な
ん
で
、
ま
ち
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
提
案

す
る
。
弓
の
名
手
と
い

う
こ
と
で
中
学
校
に
弓

道
部
の
設
立
を
し
て
は

ど
う
か
と
思
う
が
。

答
教
育
長　
非
常
に
興

味
を
そ
そ
る
提
案
。

部
活
動
と
し
て
設
立
で

き
る
か
ど
う
か
は
今
後

諸
条
件
や
生
徒
の
ニ
ー

ズ
も
含
め
て
掌
握
し
て

い
き
た
い
。

問
県
内
に
は
、
い
ろ
ん

な
お
祭
り
、
行
事
が

行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

上
峰
町
の
お
祭
り
、
行

事
の
一
環
と
し
て
鎮
西

八
郎
為
朝
が
馬
に
乗
っ

て
弓
を
射
る
姿
と
流
鏑

馬
を
結
び
つ
け
五
穀
豊

穣
を
願
っ
た
町
の
お
祭

八
藤
遺
跡
周
辺
の
観
光
地
化

と
整
備
は

整
備
の
実
施
に
向
け
調
査
検
討

計
画
変
更
承
認
が
必
要

鎮
西
山
の
整
備
方
針
は

ほ
か
に

○�

豪
雨
対
策
に
つ
い
て
（
外
記
の
た
め
池
下
流
及
び

大
字
江
迎
、
前
牟
田
地
区
の
洪
水
対
策
は
）

白石神社奉納流鏑馬
　出典：みやき町役場産業支援課
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一
般
質
問

一
般
質
問

答
建
設
課
長　
令
和
４

年
度
の
当
初
に
隣
接

者
へ
の
説
明
を
行
な
い
、

了
承
を
得
た
後
に
工
事

着
工
を
考
え
て
い
る
。

問
予
定
し
て
い
る
工
事

方
法
及
び
範
囲
は
。

答
建
設
課
長　
工
事
方

法
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
工

事
範
囲
は
国
か
ら
の
交

付
金
の
額
で
決
ま
る
が
、

現
在
、
応
急
的
な
復
旧

を
し
て
い
る
箇
所
は
施

工
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
グ
リ
ー
ン
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
北
部
の
土
砂
崩

れ
は
平
成
３0
年
７
月
の

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
起

こ
り
、
隣
接
す
る
民
家

ま
で
土
砂
や
石
が
流
れ

込
む
状
況
で
あ
っ
た
が
、

現
在
ま
で
本
格
的
な
復

旧
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

早
急
な
工
事
着
手
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
幾
度

と
な
く
要
請
し
て
お
り
、

一
刻
も
早
い
復
旧
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

問
旧
イ
オ
ン
跡
地
再
開

発
地
の
排
水
計
画
は
。

答
産
業
課
長　
開
発
地

の
全
て
の
水
が
外
記

の
た
め
池
に
流
れ
込
む

も
の
と
し
て
、
た
め
池

の
整
備
計
画
を
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
外
記
の
た
め
池
の
下

流
域
は
毎
年
の
よ
う

に
冠
水
し
て
い
る
。
再

開
発
地
の
排
水
の
一
部

で
も
他
の
水
路
に
流
入

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

問
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
上
で
重
要
と

な
る
事
前
防
災
を
含
め

た
取
り
組
み
の
状
況
は
。

い
の
か
。

答
創
生
室
長　
開
発
基

準
に
基
づ
い
て
、
調

整
池
を
設
け
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

要望
再
開
発
計
画
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
旧
イ

オ
ン
が
あ
っ
た
時
と
比

べ
排
水
の
到
達
速
度
や

流
量
等
が
違
っ
て
く
る

と
思
う
の
で
、
外
記
の

た
め
池
の
下
流
域
に
被

害
が
出
な
い
よ
う
に
計

画
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

ハ
ー
ド
対
策
と
し
て

道
路
冠
水
対
策
、
外
記

の
た
め
池
整
備
、
河
川

の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

等
、
ソ
フ
ト
対

策
と
し
て
消
防
団
の
連

携
強
化
、
可
搬
式
ポ
ン

プ
に
よ
る
非
常
時
の
緊

急
排
水
、
避
難
所
環
境

の
整
備
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
防
災

対
策
と
し
て
重
要
視

し
て
い
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
国
、
県

と
同
様
に
推
進
す
る

こ
と
を
考
え
て
お
り
、

農
家
の
方
々
に
も
お
願

い
を
し
た
。

問
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り

組
み
に
伴
う
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
の
加

算
金
の
額
は
。

答
産
業
課
長　
反
当
た

り
４00
円
で
、
５
年
以

上
の
継
続
活
動
組
織
だ

と
３00
円
で
あ
る
。

問
そ
の
金
額
で
は
安
い

と
思
う
が
。
ま
た
、

農
家
の
人
が
調
整
板
の

ご
み
詰
ま
り
や
畦
畔
の
崩

れ
等
に
対
す
る
不
安
や
田

ん
ぼ
ダ
ム
の
有
効
性
に
つ

い
て
疑
問
を
持
た
れ
て
い

て
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り

組
み
に
積
極
的
で
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
。

答
産
業
課
長　
管
理
費

等
に
充
て
る
に
は
少

な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
の
で
、
県
が
調
整
板

の
配
布
を
考
え
て
い
る
。

畦
畔
の
崩
れ
に
伴
う
補

修
は
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
加
算
金
で
対

応
し
て
も
ら
う
よ
う
県

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

問
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
有
効

性
を
認
識
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
畦
畔
の

崩
れ
に
対
し
原
形
復
旧

の
手
立
て
や
取
り
組
み

の
加
算
金
を
町
も
出
せ

ば
、
よ
り
一
層
の
普
及

が
進
む
と
思
う
が
。

答
産
業
課
長　
今
後
、

状
況
を
見
な
が
ら
加

算
金
や
取
り
組
み
の
推

進
に
つ
い
て
勉
強
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

グ
リ
ー
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北
部

の
復
旧
は

令
和
４
年
度
上
半
期
に
予
定

ほ
か
に

○�

通
学
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

原　直弘 議員

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
は

国
、
県
と
同
様
に
推
進
す
る

旧
イ
オ
ン
跡
地
再
開
発
地
の

排
水
計
画
は

外
記
の
た
め
池
に
流
れ
込
む
計
画

17



一
般
質
問

見
積
り
、
そ
の
被
害
に
対

応
す
る
の
が
重
要
で
あ

る
。
津
波
に
関
し
て
は
、

佐
賀
県
に
お
い
て
も
、
津

波
は
発
生
す
る
が
、
そ
の

浸
水
域
が
上
峰
町
ま
で

は
及
ば
な
い
の
で
、
大
き

な
被
害
は
な
い
と
見
積
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
基
に
防

災
対
策
を
や
っ
て
い
る
。

問
旧
三
根
町
の
国
道
２6４

号
線
の
沿
線
に
４
箇

所
旧
千
代
田
町
の
県
道
４8

号
線
の
沿
線
に
５
箇
所
、

旧
東
与
賀
町
の
国
道
４４４
号

線
の
沿
線
に
も
こ
こ
の
地

盤
は
海
抜
○
○
ｍ
と
い
う

表
示
が
さ
れ
て
い
る
。（
写

真
参
照
）
国
交
省
の
指
導

に
よ
り
標
高
と
表
示
す
る

旨
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い

る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

海
抜
と
い
う
表
示
を

ど
う
い
う
理
由
で
使
用

さ
れ
て
い
る
の
か
、
み
や

き
町
に
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
、
今
す
ぐ
答
弁

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ

問
２
０
２
５
年
の
フ
ー

ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り

飼
料
、
肥
料
の
原
料
の
入

手
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

水
田
転
作
に
水
稲
と
子

実
コ
ー
ン
の
収
益
差
額
の

補
助
金
を
出
し
て
も

コ
ー
ン
へ
の
転
作
を
推
奨

し
濃
厚
飼
料
を
自
給
し
、

完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る

問
最
近
の
ペ
ッ
ト
飼
育

状
況
は
家
族
と
し
て

の
考
え
が
強
い
が
、
ど

う
い
う
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

災
害
が
発
生
す
れ

ば
、
被
災
者
の
中
に
は

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
も
含

ま
れ
、
避
難
に
際
し
、

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

を
希
望
さ
れ
る
人
が
一

定
の
割
合
で
予
想
で
き

問
特
定
空
き
家
の
所
有

者
、
管
理
者
が
解
体

工
事
を
実
施
し
な
い
場

合
、
土
地
を
町
に
寄
付
す

る
こ
と
を
条
件
に
、
行
政

代
執
行
を
す
る
場
合
国
が

２
分
の
１
、
県
が
残
り
の

３
分
の
１
を
補
助
す
る
こ

と
に
な
る
が
、町
の
対
応
は
。

の
海
抜
表
示
が
み
や
き

町
の
防
災
マ
ッ
プ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

と
こ
ろ
も
承
知
し
て
い
な

い
の
で
そ
こ
も
併
せ
て
確

認
し
た
い
。
必
要
が
あ
れ

ば
、
当
町
も
見
直
す
必

要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

問
海
抜
表
示
に
つ
い
て

は
、
経
緯
が
わ
か
ら

な
い
か
ら
答
弁
で
き
な
け

れ
ば
、
後
日
で
も
知
ら
せ

て
欲
し
い
。
私
が
こ
こ
ま

で
こ
だ
わ
る
の
は
、
上
峰

町
に
お
い
て
は
津
波
は
想

定
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

だ
が
、
町
内
の
洪
水
は
、

逃
げ
た
り
避
難
す
る
時
間

が
あ
る
。※
２8
水
で
も
、
町

耕
畜
連
携
の
農
業
振
興

策
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
事
業
の

必
要
性
は
認
識
す

る
。
し
か
し
、
米
と
子

実
コ
ー
ン
の
収
益
差
、

コ
ー
ン
の
栽
培
技
術
、

品
種
の
選
定
等
多
々
検

討
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
。
充
分
検
討
し
た
い
。

る
。
何
よ
り
も
人
命
が

優
先
さ
れ
る
が
、
ペ
ッ

ト
は
家
族
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
意
識
が
一
般

的
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
同
行
避
難
を
す

る
こ
と
は
、
動
物
愛
護

の
観
点
の
み
な
ら
ず
、

飼
い
主
で
あ
る
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
の
観
点
か

ら
も
必
要
で
あ
る
。ペ
ッ

ト
の
同
行
避
難
の
受
入

体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

答
住
民
課
長　
町
の
空

き
家
対
策
推
進
協
議

会
で
協
議
し
た
い
。

要望
町
は
、
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
こ
と

が
責
務
と
さ
れ
て
い
る
。

後
手
対
策
と
な
ら
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

内
で
は
、
人
的
被
害
は
村

史
に
も
記
録
さ
れ
て
い
な

い
。
町
内
に
お
い
て
災
害

に
よ
り
人
的
被
害
が
心
配

さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
津

波
だ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

災
害
に
対
し
て
は
、

正
し
く
恐
れ
る
と
い
う

か
、
正
確
に
危
険
度
を

標
高
か
ら
海
抜
へ
の
表
示
は

調
査
確
認
し
た
い

子
実
コ
ー
ン
で
耕
畜
連
携
を

関
係
機
関
と
協
議

ペ
ッ
ト
の
避
難
対
策
は

同
行
避
難
を
検
討

行
政
代
執
行
の
考
え
は

協
議
会
で
協
議
す
る

海抜表示

吉田　豊 議員

※�

２８
水
と
は　
昭
和
２8
年
の
豪
雨
に
よ
る
筑
後
川
堤
防
の
決
壊
。
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一
般
質
問

次
年
度
上
半
期
頃
を
目

途
と
し
、
そ
の
傍
ら
で

設
計
作
業
、
開
発
行
為

準
備
等
を
進
め
て
い
く

よ
う
伺
っ
て
い
る
。
定

住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

は
、
先
駆
け
て
行
な
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る

が
、
配
置
計
画
状
況
を

見
計
ら
い
、
次
年
度
中

に
着
手
予
定
と
し
て
い

る
。

問
解
体
に
つ
い
て
は
、

前
回
議
会
か
ら
す
る

と
だ
い
ぶ
進
ん
で
い
る

と
思
う
が
、
上
半
期
と

い
わ
ず
、
何
月
頃
に
は

完
了
と
い
う
よ
う
な
め

ど
が
立
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

答
創
生
室
長　
建
屋
に

つ
い
て
は
、
幾
分
か

の
進
捗
が
視
覚
的
に
取

ら
れ
て
い
る
印
象
は
あ

る
が
、
ま
だ
外
構
や
旧

自
動
車
学
校
の
建
屋
等

も
あ
る
の
で
、そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
今
後
入
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

問
定
住
促
進
住
宅
に
つ

い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で

検
討
を
進
め
る
と
い
う

こ
と
で
決
定
さ
れ
れ
ば

町
の
事
業
と
し
て
取
り

組
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
町
の
事
業

と
し
て
既
に
な
っ
た
の

か
、
ま
だ
検
討
の
段
階

な
の
か
。

答
創
生
室
長　
一
応
の

座
組
と
し
て
の
共
通

理
解
と
い
う
も
の
に
関

し
て
は
、
ほ
ぼ
で
き
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

最
終
的
な
意
思
決
定
に

つ
い
て
は
、
そ
こ
を
踏

ま
え
た
上
で
と
い
う
形

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
決
定
と

な
っ
た
場
合
は
、
合

同
会
社
か
ら
第
１
弾
の

事
業
と
し
て
定
住
促
進

住
宅
が
発
出
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、

町
の
方
で
事
業
者
の
募

集
等
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
ス
タ
ー
ト

し
て
い
く
形
と
理
解
し

て
良
い
か
。

答
創
生
室
長　
お
お
む

ね
想
像
の
と
お
り
と

思
う
。
配
置
計
画
に
関

し
て
も
、
定
住
促
進
住

宅
を
造
る
時
の
法
的
な

要
件
等
が
あ
る
。
ど
の

部
分
に
お
い
て
、
ど
の

事
業
用
地
で
や
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
も
配
置
計

画
の
中
で
は
っ
き
り
さ

せ
た
上
で
、
用
地
の
切

り
出
し
作
業
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
そ

の
段
階
で
合
同
会
社
と

し
て
は
意
志
決
定
す
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で

行
く
と
な
る
と
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
に
お
け
る
手
続
き
と

い
う
の
が
種
々
出
て
く

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

も
の
に
関
す
る
情
報
発

信
と
い
う
こ
と
に
は

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
、
解

体
・
定
住
促
進
住
宅
及

び
そ
の
他
全
体
の
進
捗

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
、
事
業
用
地
に
お

け
る
大
ま
か
な
レ
イ
ア

ウ
ト
構
成
に
基
づ
き
配

置
計
画
を
煮
詰
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
規

模
感
、
機
能
構
成
を
調

整
し
て
い
る
旨
、
伺
っ

て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
、
解
体
は

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

原田　希 議員

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

解
体
は
次
年
度
上
半
期

ほ
か
に

○�

小
・
中
学
校
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
状
況
は

○
全
国
体
力
・
運
動
能
力
調
査
の
上
峰
町
の
状
況
は

○�

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

安
全
利
用
に
関
す
る
取
り
組
み
は

旧商業施設解体
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一
般
質
問

問
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
プ
ラ
ス
ワ
ン

運
動
の
取
り
組
み
と
、

役
場
に
は
、
車
椅
子
を

使
っ
て
い
る
人
の
駐
車

場
が
な
い
の
で
、
役
場

の
東
側
に
、
車
椅
子
を

使
っ
た
人
の
駐
車
場
は

で
き
な
い
の
か
。

答
生
涯
学
習
課
長　
町

民
セ
ン
タ
ー
は
、

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

ト
駐
車
場
を
３
箇
所
、

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

ト
プ
ラ
ス
ワ
ン
駐
車
場

を
４
箇
所
確
保
し
て
い
る
。

答
文
化
課
長　
ふ
る
さ

と
学
館
に
は
、
障
が

い
者
の
方
専
用
駐
車
場

は
１
台
分
あ
る
が
、パ
ー

キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
専

用
駐
車
場
は
な
く
、
今

後
検
討
を
進
め
る
。

答
財
政
課
長　

庁
舎

に
、
５
台
分
確
保
し

て
い
る
が
、
路
面
表
示

を
し
た
も
の
が
経
年
劣

化
に
よ
り
剥
が
れ
て
い

て
、
今
年
度
中
に
貼
り

替
え
を
実
施
す
る
。
役

場
の
駐
車
場
は
、
広
さ

的
に
は
身
体
障
害
者
用

プ
ラ
ス
ワ
ン
の
駐
車
場

の
広
さ
が
大
体
５
台
確

保
さ
れ
て
い
る
。
役
場

東
側
に
も
駐
車
場
が
可

能
な
の
か
を
含
め
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

検
討
を
進
め
る

車
椅
子
で
も
利
用
で
き
る
駐
車
場
は

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

寺﨑　太彦 議員

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
創
生
室
長　
事
業
予

定
地
に
お
け
る
大
ま

か
な
レ
イ
ア
ウ
ト
構
成

に
基
づ
き
配
置
計
画
を

煮
詰
め
て
い
て
、
規
模

感
、
機
能
構
成
を
調
整

し
て
い
る
旨
伺
っ
て
い

る
。問

自
動
車
学
校
跡
地
敷

地
内
の
排
水
設
備
の

計
画
は
。

答
創
生
室
長　
配
置
計

画
を
策
定
す
る
の
に

お
い
て
イ
ン
フ
ラ
設
備

等
の
考
え
方
を
整
理
し

て
い
き
、
排
水
に
関
し

て
も
、
ど
の
よ
う
な
形

が
望
ま
し
い
か
、
鋭
意

検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う

伺
っ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

進
捗
は

配
置
計
画
等
を
調
整

役場庁舎東側

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
年
代
別
接

種
状
況
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
令

和
４
年
３
月
11
日
現

在
の
１
、
２
回
目
接
種

の
初
回
接
種
と
３
回
目

接
種
の
追
加
接
種
の
年

代
別
接
種
状
況
は
、
65

歳
以
上
の
初
回
接
種

９３
・
２
％
追
加
接
種

７8
・
１
％
、
60
歳
か
ら

6４
歳
の
初
回
接
種
8９
・

８
％
、
追
加
接
種
３0
・

１
％
、
50
歳
か
ら
5９
歳

の
初
回
接
種
88
・
８
％
、

追
加
接
種
1４
・
０
％
、

４0
歳
か
ら
４９
歳
の
初
回

接
種
8３
・
０
％
、
追
加

接
種
15
・
１
％
、
３0
歳

か
ら
３９
歳
の
初
回
接
種

７９
・
４
％
、
追
加
接
種

1３
・
８
％
、
２0
歳
か
ら

２９
歳
の
初
回
接
種
７8
・

２
％
、
追
加
接
種
９
・

３
％
、
15
歳
か
ら
1９
歳

の
初
回
接
種
8３
・
８
％
、

追
加
接
種
１
・
９
％（
追

加
接
種
の
対
象
者
は
18

歳
以
上
）
1２
歳
か
ら
1４

歳
の
初
回
接
種
6３
・

９
％
、
追
加
接
種
は
対

象
外
で
す
。
５
歳
以
上
、

11
歳
以
下
の
小
児
接
種

は
、
３
月
1２
日
か
ら
集

団
接
種
を
開
始
し
、
対

象
者
７10
名
の
う
ち
1３９
名

が
予
約
さ
れ
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
に
感
染
さ
れ

た
人
は
、
家
族
も
濃

厚
接
触
者
と
い
う
こ
と

で
、
１
週
間
ほ
ど
自
宅

待
機
し
な
け
れ
ば
い
け

な
く
、
そ
の
人
に
対
し

支
援
策
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
社

会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
陽
性
に
な
ら
れ
た

方
々
に
は
、
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
自
宅
に

食
料
等
を
配
達
す
る
食

料
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
支
援
策
は

食
料
等
を
配
達
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一
般
質
問

る
必
要
が
あ
る
と
考
え

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
。

要望
令
和
４
年
度
内
に
工

事
が
終
る
よ
う
に
努

力
さ
れ
た
い
。

問
梅
雨
及
び
台
風
に
よ

る
対
策
は
ど
う
す
る

か
？答

危
機
管
理
対
策
監　

台
風
に
つ
い
て
は
、

気
象
衛
星
や
、レ
ー
ダ
ー

に
よ
る
進
路
予
測
が
つ

く
の
で
比
較
的
早
期
に

防
災
態
勢
が
確
立
で
き

る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

町
民
の
皆
様
に
対
し
て

早
期
の
避
難
指
示
の
発

令
等
に
努
め
、
安
全
確

保
を
図
る
。

問
排
水
機
場
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
現
在
、

県
東
部
の
神
埼
市
、

吉
野
ヶ
里
町
、
上
峰
町
、

み
や
き
町
１
市
３
町
に

よ
り
流
域
治
水
の
検
討

会
を
立
ち
上
げ
る
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
検
討
会

に
は
、
河
川
管
理
者
で

も
あ
る
国
か
ら
筑
後
川

事
業
が
な
い
な
ど
の
こ

と
か
ら
、
総
合
的
に
全

体
を
調
査
し
て
計
画
す

河
川
事
務
所
、
県
か
ら

東
部
土
木
事
務
所
の
参

加
を
予
定
し
て
い
る
。

問
町
内
を
流
れ
て
い
る

切
通
川
、
井
柳
川
に

排
水
機
の
設
置
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
計
画

的
に
取
り
組
む
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
流
域
治

水
の
検
討
会
に
は
、

下
流
域
の
み
や
き
町
な

ら
び
に
神
埼
市
の
方
も

入
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
調
整
を
行
い
、
当
町

の
被
害
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

要望
上
司
と
の
相
談
も
し

な
が
ら
、
流
れ
的
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
幹
線
水
路
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ
工

事
は
で
き
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ
工

事
は
、
必
要
と
思
う

が
、
早
急
に
取
り
か
か

れ
る
国
及
び
県
の
補
助

吉富　隆 議員

問
町
道
八
枚
・
碇
線
の

工
事
着
工
は
い
つ
に

な
る
か
。

答
建
設
課
長　
稲
刈
り

終
了
後
の
着
工
と

思
っ
て
い
る
。

問
町
道
八
枚・碇
線
は
、

拡
幅
の
み
な
ら
ず
、

道
路
の
嵩
上
げ
に
つ
い

て
、
地
元
と
の
協
議
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答
建
設
課
長　
道
路
嵩

上
げ
に
つ
い
て
は
、

地
元
区
長
に
現
地
立
会

い
を
依
頼
し
、
過
去
の

浸
水
状
況
、
高
さ
等
を

確
認
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
決
定
し
て
い
き
た
い
。

風
水
害
の
対
策
は

各
課
が
連
携
し
て
取
り
組
む

町道八枚・碇線

前牟田地区の冠水状況（2019年）

町
道
八
枚
・
碇
線
進
捗
状
況
は

令
和
４
年
度
着
工
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一
般
質
問

問
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

推
進
計
画
の
取
り
組
み

に
伴
い
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
か
。

答
創
生
室
長　
自
治
体

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
中

で
重
点
取
組
事
項
と
し

て
、
自
治
体
の
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
、
そ
れ
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
、
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
、
Ａ
Ｉ
・

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
促
進
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

徹
底
の
６
つ
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
住
民
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に

よ
っ
て
業
務
効
率
化
を

図
り
、
人
的
資
源
を
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
創
生
室
長　
国
が
示

し
て
い
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
令
和
２
年
度

末
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
Ｄ
Ｘ
推
進
の
軸

と
な
る
政
府
の
情
報
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
共
通

的
な
基
盤
、
機
能
を
提

供
す
る
複
数
の
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

「
Ｇ
ｏ
ｖ
－
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」

の
利
用
環
境
の
構
築
、

国
に
よ
る
標
準
化
（
共

通
要
件
・
機
能
要
件
の

基
準
）
の
仕
様
策
定
・

調
整
が
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
前
半
、

そ
し
て
、
標
準
シ
ス
テ

ム
の
開
発
が
令
和
４
年

度
後
半
、
令
和
２
年
度

末
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
Ｇ
ｏ
ｖ
－
Ｃ
ｌ

ｏ
ｕ
ｄ
利
用
団
体
を
順

次
拡
大
、
令
和
５
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
に
か

け
て
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
と
い
う
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

要望
利
便
性
の
裏
側
に

は
、
情
報
漏
洩
等
の

リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
は
、
堅
牢
な

対
応
を
要
望
す
る
。

答
創
生
室
長　
国
が
示

し
た
６
つ
の
重
点
事

項
の
中
に
も
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
が
あ
る
。
専

門
家
の
知
見
も
交
え
て
、

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
多

角
的
に
見
た
上
で
種
々

検
討
し
た
い
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
第
１
弾
の
Ｐ
Ｊ

で
あ
る
定
住
促
進
住
宅

に
つ
い
て
、
考
え
方
と

し
て
、
町
の
事
業
と
い

う
こ
と
は
合
同
会
社
を

経
由
し
て
の
情
報
発
信

や
意
思
決
定
が
な
さ
れ

る
の
か
。
そ
れ
と
も
町

が
単
独
で
さ
れ
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
Ｐ
Ｆ
Ｉ

と
い
う
の
は
、
公
共

事
業
に
な
る
の
で
、
あ

く
ま
で
も
町
単
独
で
の

意
思
決
定
と
な
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
る
。
と
は

問
農
家
の
所
得
向
上
に

伴
う
取
り
組
み
の
進

捗
は
。

答
産
業
課
長　
県
全
体

で
さ
が
園
芸
生
産
888

億
円
推
進
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
新
た
な

い
え
、
隣
接
す
る
開
発

事
業
地
で
あ
る
の
で
、

幾
ば
く
か
の
調
整
だ
っ

た
り
、情
報
共
有
で
あ
っ

た
り
、
そ
う
い
っ
た
も

の
に
関
し
て
は
今
後
も

出
て
く
る
か
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
、
意
思
決
定

に
関
し
て
は
社
会
資
本

の
調
達
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ

と
い
う
形
で
公
共
で
実

施
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
た
め
、
そ
こ
に
関

し
て
は
町
単
独
と
い
う

形
と
な
る
。

地
場
産
品
を
創
出
す
る

取
り
組
み
で
も
あ
り
、

農
家
所
得
の
向
上
は
新

た
な
担
い
手
の
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
取
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
る
。

定
住
促
進
住
宅
の
情
報
発
信
や
意
思
決
定
は

意
思
決
定
は
あ
く
ま
で
も
町
単
独

農
家
の
所
得
向
上
の
取
り
組
み
は

さ
が
園
芸
生
産
888
億
円
推
進
事
業
に
取
り
組
む

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

鈴木　千春 議員

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
伴
う
効
果
は

自治体
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一
般
質
問

大川　徹也 議員

問
２
０
１
８
年
１
月
に

農
地
管
理
組
織
「
大

字
堤
地
区
農
地
・
水
環

境
向
上
活
動
協
議
会
」

に
対
し
、
不
正
受
給
を

行
な
っ
た
と
し
て
、
警

察
へ
告
発
し
、
そ
の
関

連
で
国
、
県
か
ら
の
補

助
金
を
５
年
間
分
遡
っ

て
町
が
立
て
替
え
て
返

還
し
た
が
、
町
が
補
助

し
た
分
も
含
め
て
当
該

団
体
へ
の
町
か
ら
の
求

償
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
産
業
課
長　
町
か
ら

の
求
償
に
つ
い
て

は
、
警
察
捜
査
の
結
果
、

『
大
字
堤
地
区
農
地
・
水

環
境
保
全
協
議
会
が
構

成
員
と
す
る
住
民
に
周

知
せ
ず
活
動
を
行
な
っ

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
不
適
当
で
あ
り
、

問
題
と
な
る
行
為
で
あ

る
が
、
前
期
間
か
ら
惰

性
的
に
活
動
し
て
お
り
、

補
助
金
の
趣
旨
に
反
す

る
活
動
内
容
ま
で
は
認

め
ら
れ
な
い
』
と
し
た

警
察
判
断
を
考
慮
し
た

必
要
な
求
償
を
行
な
っ

て
い
る
。

問
今
回
の
そ
れ
が
、
９8

万
１
，８
９
１
円
の

未
執
行
補
助
金
と
な
っ

て
い
る
。
未
執
行
の
補
助

金
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
産
業
課
長　
こ
れ
は

補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
執
行
し
な
か
っ
た

繰
越
金
で
あ
る
。

問
町
か
ら
当
該
団
体
に

対
し
て
行
な
っ
た

５
ヶ
年
分
の
補
助
金
の

総
額
は
。

答
産
業
課
長　

56４
万

１
，８
２
４
円
。

問
国
、
県
か
ら
当
該
団

体
に
対
し
て
の
５
か

年
分
の
補
助
金
総
額
は
。

答
産
業
課
長　
１
千
6９２

万
５
，４
７
６
円
。

問
今
回
請
求
し
た
資
料

に
あ
っ
た
警
察
判
断

を
熟
考
し
た
結
果
、
一

つ
、
大
き
な
質
問
を
し

た
い
と
思
う
。
平
成
２４

年
か
ら
平
成
２8
年
ま
で

の
５
ヶ
年
分
の
国
、
県

に
返
還
し
た
総
額
１
千

6９２
万
５
，４
７
６
円
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
町
は

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
産
業
課
長　
未
執
行

分
に
つ
い
て
の
み
当

該
団
体
か
ら
の
補
助
金

返
還
を
求
め
て
い
る
。

町
は
求
償
は
こ
の
額
で

終
わ
ら
せ
る
と
決
断
し

た
。問

私
は
国
、
県
へ
返
還

し
た
総
額
１
千
6９２
万

５
，４
７
６
円
は
損
失
と

考
え
る
。

答
町
長　
当
該
団
体
が

引
き
起
こ
し
た
当
該

事
案
に
お
い
て
は
、
町

は
民
法
上
の
善
管
注
意

義
務
に
違
反
し
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
と
、
全

て
の
案
件
に
お
い
て
必

要
に
応
じ
て
専
門
家
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
町

の
利
益
を
第
一
に
対
応

し
て
お
り
、
不
合
理
な
点

は
な
く
、
善
良
な
管
理
者

と
し
て
の
注
意
義
務
違

反
は
認
め
ら
れ
な
い
た

め
、
法
的
な
損
害
の
責

任
を
負
う
立
場
に
な
い
。

未
実
施
分
の
み

求
償
は
ど
う
す
る
か

ほ
か
に

○�

当
該
農
地
管
理
組
織
へ
指
導
監
督
を
行
な
う
行
政

に
責
任
は
な
か
っ
た
の
か

○�

２
０
１
８
年
７
月
、
県
指
導
に
よ
り
同
組
織
は
総

会
を
開
い
た
が
、
そ
の
総
会
を
町
が
認
め
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か

23



■
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
☎
0952−

52−
2184

■
上
峰
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�
上
峰
町

検
　
索
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上
峰
議
会
だ
よ
り
　
201号

　
令
和
４
年
４
月
22日

発
行

■
発
行
／
佐
賀
県
上
峰
町
議
会
　住
所
／
上
峰
町
大
字
坊
所
383番

地
１

　
成
年
年
齢
の
定
義
が
約
1４0
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
、
今
年

の
４
月
１
日
よ
り
従
前
の
２0
歳
か
ら
18
歳
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
、
18
歳
か
ら
「
で
き

る
こ
と
」
が
増
え
る
と
同
時
に
、「
責
任
」
も
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
い
き
な
り
大
人
と
し
て
の
責
任
を
押
し

付
け
ら
れ
る
の
も
酷
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、「
若
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促

し
、
社
会
を
活
力
あ
る
も
の
に
す
る
」
と
い
う
目
標
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
は
改
正
の
意
図
を
皆
が
理
解

し
、『
大
人
の
始
ま
り
』
の
期
間
を
社
会
全
体
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。�

（
原
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
原　
　
直
弘

�

委
員　
　
　
大
川　
徹
也

�

委
員　
　
　
鈴
木　
千
春

　　こんにちは。私たちは、障がいを持った当事者やその家族の仲間の会です。活動内
容は、週１回の保護者定例会で行事計画をしたり、バザー出品用の小物作りや子どもの
ことを相談しあったりなど、和やかな雰囲気で話し合いをしています。年に一度は、施
設見学も企画しています。他には、社会福祉協議会のボランティア活動にも参加してい
ます。
　親子の活動としては、年間４回ほどです。軽運動やバス研修（旅行）、社協のお祭りや
餅つきにも参加し、みんなで楽しく活動しています。車椅子の人も参加していますし、
障がいの程度に関わらず、家族間の絆を大切にして、子どもたちの成長に向けて支え合
いながら、地域の人々と共存共栄していくことに繋がっていければと思っています。

　現在約10家族ほどで活動し
ていますが、定例会や活動の
参加も、それぞれの体調や仕事
の都合に合わせてなので、無
理のない自由な感じの会です。
新しい仲間のご参加もお待ち
しています。毎週金曜日の午
後、おたっしゃ館の和室で集
まっていますので、気軽に訪
ねてみてください。
　代表：下田　町子
　TEL：0952-52-6863

新しい発見！

ボランティア
グループ
の紹介 「上峰町　親の会」

行事への参加� １月～３月
１月４日　上峰町新年賀詞交歓会
１月９日　上峰町成人式
３月11日　中学校卒業式

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴して
いただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、６月10日（金）
から６月17日（金）までを予定してい
ます。
　一般質問は６月13日（月）及び14日
（火）の予定です。
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